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１ 学校の状況と地域の実態 
（１）生活の中に学習を効果的に取り込めない生徒が多く、生活の安定を図り、学習への意欲を持たせる 

必要がある。 

（２）生徒の個への支援を充実させるために、援助ニーズを把握し、組織的な支援を行う必要がある。 

（３）生徒の社会性を育むために、行事等集団での活動場面を生かし、自己有用感を高める必要がある。 

（４）教員がわかる授業を展開するために、全教科で指導法の工夫に焦点化したテーマを設けるなど、 

指導改善に向けた組織的な取組が必要である。 
（５）学校に協力的な地域であるため、地域の持つ援助資源を活用した支援体制を作ることが大切である。 

２ 中期学校経営方針「確かな学力」達成目標 
 
 
 
 
 
 

３ 横浜市学力学習状況調査等からの実態把握 

                   学力の概要と要因の分析 

 

 

 

 

 

（２）教科学習の状況   
○国語科：全学年とも興味関心は高いが、読解力、作文力に問題があり、継続的な指導が必要である。 

 ○社会科：社会科の学習意識は高いが、自分の考えを表現することが苦手な生徒が多い。 
○数学科：全学年とも数学科が大切で有用性を感じている。基本的な計算力を身につけさせることが課題。 

 ○理科 ：学習意識は高まってきているが、知識の定着がもう一つとなった。家庭での復習が課題である。 
 ○外国語科：単語や文法の知識を定着させ、表現力や読解力を継続的に指導することが必要である。 
 

（３）経年変化の状況と要因の分析（学習・生活意識調査も含めて分析） 

 全般的に見て、教科の有用性を感じながらも、なかなか学習の成果として表れていない傾向がある。

具体的には、家庭での学習時間が市の平均より大幅に下回っており、このことが、基礎学力が定着しな

いことの一因となっていると思われる。また、読書量の少なさも課題となっているが、読み聞かせやブ

ックカフェの開催など図書指導の強化もあり、学年が上がるごとに読解力がつくようになってきた。継

続させ、さらに表現力を養いたい。また、経年変化を見ると、学年が上がるにつれ、生活意識・学習意

識ともに上がってきており、規範意識も高い。この意識の高まりによりつくられている落ち着いた状況

を維持し、さらに高めていけるよう「誰もが分かる授業作り」の研究研修を進めることが必要である。 

 

 

 

○「すべての生徒にわかりやすい授業づくり」をテーマとし、小中一貫教育を推進する中で小学校との合同授業

研究等を行うなど、授業改善に取り組みます。 
○ 個に応じた支援を充実させるために、校内支援体制の強化を図ると共に、家庭や地域と連携・協働した支援に

取り組み、基礎学力の定着をはかります。 

全体的に学力は市の平均を下回る状況に 
あるが、国語科を中心に伸びてきている。 
学習意識・生活意識の高まりと関わりが 

あるのではないかと思われる。落ち着いた 
雰囲気で行われている授業での取組をより

充実させ、基礎学力・表現力・読解力などを

向上させていくことが望まれる。 



４ 令和元年度 目標と具体的方策 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
                              
 
 
 
 
 

 
                               ○ 分かる授業・楽しい授業の確立 
 
 
 
 
 
 
 

○ 分かる授業・楽しい授業の確立 
学力状況調査の分析や日々の教育活動を通して生徒の実態を把握し、「見通す・振り返る」学習活動をし

っかり行う。また、言語活動や体験的な学習、基礎的・基本的な知識・技能を活用した問題解決的な学習を
通して、生徒が「主体的に学習に取り組む態度」を育み、学ぶことの楽しさや成就感を体得させる。 

○ 教科指導の充実 
指導計画、評価計画をしっかりと立て、日々の授業を行う。「すべての生徒にわかりやすい授業」を行う

ために、特別支援教育の視点を取り入れた授業を行う。授業研究会を含む研修を年２回以上設定し、講師
として指導主事や研究会校長等を招き最新の情報を学び、指導方法の充実を図る。 

○ 学習習慣の向上 
 日々の教育活動で学習時間を確保し、自ら学習に取り組む姿勢を育む。ノートの使い方やレポートの書
き方など学習方法を指導する。反復によって効率よく身に付く学習内容を宿題として与えるなど、家庭学
習の充実を図る。 

 平成３０年度 目標 

すべての生徒にわかりやすい授業を行い、基礎学力の定着をはかる。その結果として、生徒質

問紙で「勉強が好き」「授業が分かる」と回答する生徒増を図る。 

 
 
 

 （１）学校組織としての共通の取組

 

 

 （２）学年・教科等としての取組 

 社会 
○ 時事問題や歴史上のエピソードなどを提示し、関

心・意欲を高める。 
○ ペア学習やグループワークを取り入れ、自分の考

えを表現する力を高める。 

国語 
○言語事項定着のために反復学習の時間を多くとる。 
◯ 自己表現力の向上のために、多種多様な作品に触

れ、表現技法の知識を付ける。 
◯ グループ学習の幅を広げ、意見交換を大切にし、自

分の考えを発表できる機会を多く設ける。 
 
 
 

美術 
○ 生徒一人ひとりが意欲的に表現主題を考え、制作の

見通しがもてる内容の焦点化と導入を工夫する。 
○ 視覚的な情報伝達をたくさん取り入れ、授業展開の

構造化を図る。  
 
 

音楽 
○鑑賞領域では他教科領域の学習と関連付け、生徒が

より主体的に学習できるようにする。 
○実技領域では生徒同士のコミュニケーションを高め

られる活動を取り入れる  
 
 
 

理科 
○ 思考力・判断力・表現力を育てるために、ｸﾞﾙｰﾌﾟ

活動を設け、お互いの考えを伝える活動を行う。 
○ 学んだ知識・技能を人生や社会に生かそうとする力

を育てるために、身近な生活と関連付けた授業を行
い科学に対する興味関心を高める。 

 
 
 
 

数学 
○ 新しい単元に入る前に学習状況を把握するテスト

を実施し、手立ての工夫や補習等を計画する。 
○ 数学的活動を重視し、身近な生活と関連づけた学習

を意識した授業の展開を心がける。 
 
 

外国語 
〇 思考力、読解力、表現力を育てるために、グループ

活動や発表の機会を多く設ける。 
〇 AET と会話する場面や修学旅行等外国人とのコミ

ュニケーションを図る場面を計画的に設定する。 

技術・家庭 
○ 基本的な知識、技能が身につくよう、ITC活用し作

業手順を効果的に提示するなど、導入を工夫する。 
○ 学習内容を生活に結びつけ実践、活用できるように

する。 
 
 
 総合的な学習の時間 

〇 様々な体験活動と連携をとりながらキャリア教育
を実践する。 
〇 様々な活動を通して自己の資質を伸ばし、よりよい
生き方を考える力をつける。 
 

特別活動 
○ コミュニケーション能力を育みよりよい人間関係

を築かせるために、行事活動の充実を図る。 
○ 話し合い活動では、相手の考えや思いを尊重し、協

力して問題解決する態度を育てる。 
 
 
 
 

個別支援学級 
○ 個別の指導計画に基づき、個々の課題に応じ、授業

形態や学習集団の構成を工夫し、指導の充実を図
る。  

保健体育科は「体育健康プラン」に。道徳は 

「豊かな心の育成推進プラン」に記載する。 


